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キンノエノコロ              クズの花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 7 年 9・ 1 0 月合併号（ 2 6 9 号） 

 

 9 月１3 日（火）は天気もよく、残暑

が厳しい日だった。キャンプ場までの道

に、ハマサオトメカズラ（葉が厚く光沢

のある海岸性のヘクソカズラ）が咲いて

いた。フェンスには、クズの花が満開で、

辺りにほのかな匂いを漂わせていた。ア

オツヅラフジの緑の実は、 藍
あ い

色
い ろ

になっ

ていた。キャンプ場の庭に、多くのイヌ

ビワがあり、黒く熟した実は美味しい。

全草
ぜ ん そ う

に 軟
や わ

ら か い 毛 の あ る ヒ ヨ ド リ ジ

ョウゴ（ナス科）は、今花の時期で、秋

の終り頃には、赤いきれいな実をつけ、

ヒヨドリが喜んで食べるという。ミズヒ

キがとても綺麗に咲いていた。ムクドリ

の群れもいた。もうアキノノゲシが２株

咲いて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いる。ここはケチチミザサが多い。  
海岸に出ると、そこにキンノエノコロ 

が群生していた。潮風で穂の色が悪く、

金とはいえないが、他のエノカログサよ

りがっちりと穂をつけている。 

サイクリングロードを歩くと、ツルマ

メガが咲いていて、「こんなところに！」

とびっくりした。しおさい公園では、垣

根にセンニンソウが咲いていて、海の近

くでこれを始めて見た。公園を出て、一

回りし、今日の最後にハマカンゾウが咲

い て い る の を 見 つ け た 。 殖栽
し ょ く さ い

か も し れ

ないが、この砂浜に似合っていた。そし

て草むらで、「ギィーーチョン」とキリギ

リスが鳴いていた。 

（東海岸南 吉田弥生） 
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N a t u r e  o f  C h i g a s a k i  i n  B r i e f  

 
茅ヶ崎自然情報

 

 
 ７月の下旬頃から、赤と黒の派手な模

様の幼虫が、片付け損なったビオラのプ

ランターに卵を産みました。８匹の幼虫

を数え、蛹
さなぎ

が５個になりました。蛹が 孵
か え

るのを楽しみにしていました。このとき、

植木のあたりから飛び立つすずめがいま

した。その時は気にもとめませんでした

が、後でプランターを見に行くと、蛹も

幼虫も１匹もいないのです。がっかりし

てしまいました。かろうじて、隣の鉢の

角に 1 個蛹が残っていました。もう取ら

れない様にと、網をかぶせました。 

８月１５日前後でしょうか。無事ツマ

グロヒョウモンが孵りました。      

（市内 野田瑞江）  

 

 台風 1２号と 13 号が、本土や本土沿

いの太平洋上を通過した。前回７・8 月

号にアカウミガメの死体の漂着情報を提

供したヘッドランド東側の海岸に、筒が

打ちあがった。詳細に記述すると、漁師

の徳網の船置き場とヘッドランドの胴の

部分の中間点くらいに、アルミ製の長さ

112cm、先端開口部が直径 17cm の

筒が打ちあがった。 

開口部の周辺に、エボシガイが繁殖し

ていた。このエボシガイの成長度合から

想定される日数は、2 週間くらいの漂流

日数が推測される。この珍客が、茅ヶ崎

東海岸に漂着した。出所は明らかでない

が、黒潮と台風によって当地に上陸した

事 は 事 実 で あ る 。 筒 の 表 面 に 英 文

で、”Ammun i t i on  fo r  cannon w i th  

exp los i ve  pro jec t i l e ”  と 印 字が あ

った。判り易く訳すと、「大砲用の砲弾」 

 

 

 

になる。 ”Exp los i ve  p ro jec t i l e ”と言

うのは、最近の用語で、ロケット、ミサ

イルなどの「爆発物発射体」という訳が

付く。漂着物は弾頭がなく、薬莢（ヤッ

キョウ、爆薬が詰められた筒の部分）の

部分と思われる。爆薬は全くなく、軽量

なアルミの筒だけになっていたのでポカ

ポカと流されてきたに違いない。 

ツマグロヒョウモン 

ブッソウな漂着物、東海岸に 

上記のようなブッソウな漂着物も日本

海側には、打ちあがっているのではない

だろうか？このような漂着物は、私の知

る限り茅ヶ崎海岸では、この 20 数年間

に２件目になる。 

 

 

全体 

 

 

印字部分（拡大） 

（菱沼海岸 井川洋介） 
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９月２０日、自宅近くの自然が好きな

方たち４人で、小出川の土手を歩きまし

た。お天気は曇りで、最高気温 2 5℃の予

報で、涼しくなると期待していましたが、

雨が近いようで蒸し暑く、蚊に悩ませら

れての観察会でした。  
小出川浜園橋の右岸から始めましたが、

最初は植物の開花状況を記録するのに慣

れなくて、結構な時間がかかりました。

ヨモギやメヒシバなどを手始めに、目に

付く種を◎、○印などを付けるのですが

名前も確認しながらの作業でした。  
ま ず 、 白 い ゲ ン ノ シ ョ ウ コ が 護 岸 に

点々と咲いているのが見られました。ツ

ユクサ、イシミカワ、エノキグサ、アカ

ネ、ホシアサガオ、イタドリなどの小さ

いけれど綺麗な花が咲いていました。  
オニグルミ、ムクノキを観察して、し

ばらく行くと僅かですがエノキとジャヤ

ナギの並木があり、「あれは、何？」とい

う声でエノキの葉に止まっているゴマダ

ラチョウを皆で見ることができました。

１頭でしたが、産卵する場所を探してい

るかのように飛び回っていました。  
浜園橋の入り口の所では、ジョロウグ

モがよく見られましたが、途中からはナ

ガコガネグモが多く見られました。バッ

タも多数飛び跳ねていましたが、トノサ

マバッタかクルマバッタかは確認できま

せんでした。  
マメ科の花は、クズが良い香りを漂わ

せ、ヤブツルアズキやツルマメがいたる

ところで見ることができました。萩園橋

から上流にはツルフジバカマが美しく咲

き、他にもママコノシリヌグイやシロバ

ナサクラタデなども見られました。  
左岸を歩くとクズが勢力を伸ばした場

所が続き、その中にセンニンソウがあり、

土を持ち込んだ場所にはダキバアレチハ

ナガサ、ヤハズソウ、川側の土手にはオ

オニシキソウなどが目立ちました。  
蝶ではアゲハチョウが多く見られ、キ

タテハ、ベニシジミ、キチョウ、モンシ

ロチョウ、ヤマトシジミ、トンボはシオ

カラトンボの♂が飛んでいました。  
野鳥はダイサギ、カルガモ、カワウが

川の中にいましたが、３日前に下見した

時にはカワセミやコガモ２羽もいました。 
セイタカアワダチソウに付いているア

ブラムシ、テントウムシ、アリの関係を

皆で確認しあったり、ヨシについている

クモの話を聞いたりと楽しく時間が過ぎ

ていきました。小出川周辺で、身近な植

物を仲間と観察しながら歩くことは、何

よりのリフレッシュになりました。  
（浜之郷 河野正子）  

 

 

小出川の花暦 

秋のシジュウカラ 

 ９月の最終週～１０月の第２週までの

3 週間、毎週１回シジュウカラが、資料

館の事務室南側にかけてある巣箱を見に

やってきました。１０月３日には、巣箱

の中に１匹入りました。  
来年にむけて、巣箱の下見でしょう

か？この新聞を読んでいただいているみ

なさまのご近所ではいかがですか？目撃

情報などありましたら、文化資料館まで

お寄せください。  

 
電線にとまるシジュウカラ 

（文化資料館 須藤 格）  
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３、４日前には 10 月下旬頃の涼しい

気候でしたが、花暦を行った 10 月３日

は湿度が高く、歩くと汗ばむ程でした。

メンバー４人で、まず県立柳島青少年キ

ャンプ場入り口に着くまでの浜見平団地

の脇で、ホシアサガオが可愛い花や実に

なっている状態を見ることができました。 

キャンプ場を左手にして、歩道の両側

を歩くとネズミノオが目立ち、カタバミ

がチラホラ咲いていました。途中で周り

が 綺 麗 に 刈 ら れ て 入 り や す い 所 か ら お

邪魔させて戴いて、たくさんのジョロウ

グモの網をくぐりながら進みました。ハ

マサオトメバナ、ケチヂミザサ、ヒメユ

ズリハなどを見て、ハマボウフウが保護

さ れ て い る 場 所 で は 花 の 後 に バ ラ バ ラ

になった実が、たくさん集まって落ちて

いる様子を面白く観察しました。 

あちらこちらで、小さなオオフタバム

グラが一面に咲き、オオアレチノギクと

ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ の 比 較 が 解 り や す い

場所がありました。以前にマンテマが群

生 し て い た 場 所 は 姿 が 見 当 た ら な く 寂

しい状況でした。 

キ ャ ン プ 場 の 管 理 人 さ ん に 挨 拶 を し

て、一休みしながらメヒシバとアキメヒ

シ バ を し っ か り 調 べ よ う と 湘 南 植 物 誌

を開いていると、石井さんがこれに似て

いるのがあると図を指したのが、クシゲ

メ ヒ シ バ で し た 。 ア キ メ ヒ シ バ は な く 、

メ ヒ シ バ の 中 に ク シ ゲ メ ヒ シ バ が 数 多

く 混 じ っ て い る こ と に 気 づ き 嬉 し く な

りました。 

キ ャ ン プ 場 の 木 本 で 一 番 多 い 種 は ク

ロマツだと思いますが、それについでイ

ヌビワが多い場所です。その中に花を見

た こ と が な い ク サ ｷ ﾞ が 何 本 か あ る こ と

に気がつきました。その後、センダング

サを確認して海岸に出ました。 

ケ カ モ ノ ハ シ の 株 や ハ マ ア カ ザ を 見 て

ウ ン ラ ン が 群 生 し て い る 場 所 が あ り ま

した。フシゲチガヤやテリハノイバラの

実が群落になっている場所を過ぎて、渚

の散歩道に入ります。ハイメドハギの意

外 に 大 き な 花 が 美 し く 咲 き 、「 ツ ル マ メ

が枝豆の原種ですよね」などの声を聞き

ながら観察していきました。 

柳島海岸の花暦（２） 

前述のクシゲメヒシバは、海岸のメヒ

シ バ や オ ヒ シ バ の 中 に も 何 本 も 見 る こ

とができました。見慣れた草でも、皆で

図鑑を開くことで、思いがけない発見が

あることを実感した日でした。 

（浜之郷 河野正子） 

 

台風１１号 関東を襲撃 

 去年の自然新聞１０月号に、台風 22

号のことを書いた。今年の 8 月 20 日発

生した台風 11 号は、それとほぼ同じよ

うなコースをたどった。 

 去年の台風 22 号は、石廊崎から相模

湾を横切り、千葉県の船橋へ上陸し、千

葉から茨城県へと抜けていった。 

 今年の台風 11 号は、東海・関東へ上

陸するかのようだったが、静岡県へは上

陸せず、相模湾を東北に進み、鎌倉の南

を通り、横須賀方面にせまり、午前１時

過ぎ上陸し、千葉市へ再上陸した。さら

に成田空港付近を通り、茨城県へと達し、

8 月 28 日、北海道沖へ行き温帯低気圧

になった。 

台風 11 号の記録は次のとおりである。 

8 月 25 日、近所では、１日中風雨が

激しかった。24 日より紀伊半島の東側

を北上し、8 月に来る台風にしては東寄

りであった。それは日本海の方に強い高

気圧があり、北上をはばんだためである。

中心気圧は 965hPA で、時速 15km

で進んでいた。自転車の走る速度と一緒

である。 

 石廊崎では、風速 42.4ｍであった。
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 夜中に満潮と重なり、警報が出されてい

た。 

 空の便は、羽田発着は欠航、鉄道各線

も運休が続出した。箱根～江ノ島行ロマ

ンスカー、中央線は特急あずさ号、東海

道線の踊り子号やあさぎりなどが運休し

た。 

 浅草雷門の大提灯もたたまれた。 

夜に入り、中心気圧が 965hPA で、

時速 25km であった。 

 26 日朝１０時頃、千葉市付近に再上

陸、勝沼では風速 38.5ｍであり、箱根

は総雨量が 565ｍｍで 50 年来の記録

となった。箱根湯本の学校の体育館の屋

根が吹き飛んでしまったり、また共同町

温泉湯温度調整施設が土砂で埋まったり、

給水出来なくなったりした。 

 26 日は台風一過だが、まだ曇天であ

った。 

台風 12 号は、台風 11 号より早く、

25 日には関東沖で温帯低気圧になった。 

28 日には 13 号が強い勢力で、夏台

風とかで沖縄石垣島方面から、中国大陸

へ向っている。 

（※本稿は、8 月 31 日の記録です。） 

（若松町 樋田豊宏）  
 

 

 
 ７月に開催した「夏休み自然教室」に

ついては、先月号でも報告しました。今

回は、自然教室に市民ボランティアとし

て協力していただいた方や、参加した小

学生からのお手紙などを紹介します。  
（文化資料館）  

●●   クク ララ フフ トト ワワ ーー クク   
 渓流

け い り ゅ う

釣
づ り

・ 山
さ ん

草
そ う

摘
つ

みが好きな夫が、

拾い集めた枯木、木の実や樹皮などを材

料に作った鳥・虫などのクラフトを、資

料館に飾らせていただいています。それ

を見た資料館の附田先生が、「今年の自然

教室に一つコーナーを作ってみては」と

声をかけて下さいました。それを受け「森

の宝物」と題し、クラフトコーナーを設

け、齋藤健治・金子栄司・齋藤溢子が担

当しました。 

 当日は、参考作品にクマ・鳥・昆虫を

作 っ て 飾 り ま し た 。 拾 い 集 め た 大 小 の

木々、サクラ・シラカバ・ダケカンバな

ど木肌に特長のある木々の枝や皮、木目

が 目 立 つ 木 々 を 薄 く 裁断
さ い だ ん

し た も の 、 松

ボックリ、木の実、竹の細い枝など山に

落ちているものばかり、たくさんの材料

を机の上に並べました。 

 参考作品を見て、多くの方々が目に止

めてくれました。 

 挑戦しようと思う方には、まず何を作

ろうか、どんな材料で作ろうか、スタッ

フと一緒に考えました。作りたいものが

決まると、この材料で顔を、これで目を、

口 を と 、 次 々 イ メ ー ジ が 湧
わ

き 、 楽 し そ

うに接着剤を使い作りあげていました。

中には、子供と一緒になって作っている

うちに、父兄の方も夢中になって目を輝

かせていらっしゃいました。スタッフ 3

人、道具も少なく、皆さんの要求すべて

にお答えできなかったのではという反省

もありますが、大人の考えも及ばないよ

うな意外な発想で作り上げている子供を

見て、大人達は本当に驚かされました。 夏休み自然教室 ’０５ 
 東海岸小学校の４年生のある男の子は

すっかり気に入り 3 日間通ってきまし

た。最後の日には、材料をうまく使い滑

り台、椅子などを仕上げていきました。 

 
一生懸命に創作中 
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子どもたちの作品 

 

大盛況！ 

 最後にアンケートの中に嬉しいお言葉

がありましたので掲上させていただきま

す。 

『カービングの先生、木工作の先生、素

晴らしい指導ありがとうございました。

子どもに丁寧に作業すること、最後まで

きちんと仕上げる大切さを学ばせてくだ

さいました。作品はいつまでも宝物にし

ます。』 

（東海岸南 齊藤益子） 

 

●●   文文 化化 資資 料料 館館 のの みみ なな ささ まま へへ   
 夏休み自然教室に参加させていただき

ありがとうございました。  
 作った物を自由研究としてレポートを

書いて学校に出しました。コピーを一部

送りますので見てください。  
 一番おもしろかったのは、鳥の巣箱作

りです。のこぎりで、切ったり、かなづ

ちで釘をうったりするのがおもしろかっ

たです。  
 今回は、巣箱作りをしたので、バード

カービングは出来ませんでした。他の人

が、木を鳥の形にほって、やすりでこす

って、きれいな、鳥を作って、最後に色

をぬっていました。来年は、私もぜひ挑

戦してみたいです。  
 来年は、一日でなく、何日も参加しよ

うと思います。  

 
自由研究のレポートの表紙 

 
藍染体験の様子 

（小和田小学校 ５年２組 三木那奈子） 
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自然教室の昆虫コーナーで行った、自然観察の記録を、紹介します。  

 7 
 

（文化資料館）  

   

  

昆虫コーナーの様子             昆虫と触れ合う 

 

●●   自自 由由 研研 究究  
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C o l u m n s  
 

コラム
 

 

 暑い季節には、ツリシノブの風鈴の音

がさわやかに感じられる。このシノブの

学名は、Dava l l i a  mares i i  Mooreex  

Baker で、mar ies i i は英国の園芸家マ

リーズ（チャールズ・マリーズ１８５０

－１９０２）によっている。 

 マリーズが１８７７年（明治１０年）

ごろ、横浜に来た時、横浜で最も有力な

園芸家であったアカサブローを訪ねてい

る。そこでは、鉢植えのラン類、シュロ、

カエデ、シダ、ソテツ、ゼラニウム、マ

ツなどを販売していたという。 

 このアカサブローは、誰を指すのか筆

者には長い間わからなかった。アカサブ

ローという名は、日本人の名前としては

少しなじみがないので、アキサブローで

はないかと思っていた。 

先年、「横浜植木」が創立１００年を迎

えた。それを記念して出版物を出してい

る。この記念出版物は、横浜植物会の会

員中尾まゆみさんの紹介で、筆者にも送

られてきた。この記念誌を開いて見てい

た時、飯島秋三郎という氏名が目に飛び

込んできた。  

 氏は横浜植木会社に勤務し、米国のオ

ークランド支店長を務めた方であった。 

  筆者の父、小原敬介は、盛岡農学校を

卒業し、のち独力で渡米しパロアルトハ

イスクールを卒業し、州立カリフォルニ

ア大学農学部を経て、州立ミネソタ農科

大学畜産科を卒業した。 

その間、13 年を費やしている。のち

サンフランシスコの日米新聞の農業関係

の記者をし、オークランドに住んでいた。 

それで、横浜植木のオークランド支店

の事も知っていたと思う。 

  

 

 

の ち に 父 は 、 南 満 州 鉄 道 株 式 会 社 熊
ゆ う

岳
が く

城
じょう

農業学校長兼熊岳城農業実習所長

に就任している。そのころ、横浜植木か

らタネや苗木を購入していた。 

マリーズが訪ねた 

横浜の園芸家アカサブロー 

 筆者もオークランドで生まれたので、

飯島アキサブローと細い糸でつながりが

あるような気がする。また、物事を調べ

る時は、根気よく、ずっとその事に感心

を持ち続けていれば、思いがけず解決の

糸口がつかめる事がある。正に”たたけ

よ さらば開かれん”である。 

 マリーズの経歴は、春山行夫著「花の

文化央－花の歴史をつくった人々－」講

談社（１９８０年 7 月発行）によった。      

（藤沢市藤が岡 小原 敬） 

     

（藤沢市藤が岡 小原 敬） 

銀杏
い ち ょ う

の乳 

  
 銀杏には、色々な不思議な話がある。

その中の一つに乳がある。乳根、乳柱と

も呼ばれる。乳は、普通オスに出来ると

言われる。メスには実がなるが、オスに

はならないので、その代わりに、養分が

乳根となる。乳根の有無で、オス、メス

の違いが分かると言われる。また実がな

るメスは、実の重みで枝が垂れ下がるた

め、遠くの方から自然体の樹を眺めた時、

竿を逆さにした型になるのがオスで、枝

が下がっているのでメスであると見分け

ることもある。  

 銀杏には、色々な不思議な話がある。

その中の一つに乳がある。乳根、乳柱と

も呼ばれる。乳は、普通オスに出来ると

言われる。メスには実がなるが、オスに

はならないので、その代わりに、養分が

乳根となる。乳根の有無で、オス、メス

の違いが分かると言われる。また実がな

るメスは、実の重みで枝が垂れ下がるた

め、遠くの方から自然体の樹を眺めた時、

竿を逆さにした型になるのがオスで、枝

が下がっているのでメスであると見分け

ることもある。  
 しかし、これは乳根ができるのは自然

体での話しであって、樹が屋敷の日陰に

なると言って切ってしまうと、メスでも

乳が出来る。そうなるとオス、メスの区

別がつかない。  

 しかし、これは乳根ができるのは自然

体での話しであって、樹が屋敷の日陰に

なると言って切ってしまうと、メスでも

乳が出来る。そうなるとオス、メスの区

別がつかない。  
先日、萩園の日枝神社の鳥居のそばに

ある東側の樹に、小さいがたくさん乳根

が出来ているものがあった。枝が切られ

た跡があった。芹沢の来迎寺、善谷寺に

先日、萩園の日枝神社の鳥居のそばに

ある東側の樹に、小さいがたくさん乳根

が出来ているものがあった。枝が切られ

た跡があった。芹沢の来迎寺、善谷寺に
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 は関東大震災の記念に植えたというイチ

ョウがあるが、枝が切られておらず、乳

はなく、実が数多くあった。  
 市外で乳が出来ているイチョウを、い

くつか紹介する。宮城県登米市のは大小

合せて約３０本あり、栃木県上三河町の

ものは「子育て銀杏」と言われている。

また長野県生坂村のものは、県の天然記

念物に指定されている。  

 

イチョウの乳 

（若松町 樋田豊宏）  
 

 

 

 

1990 年 頃、茅ヶ崎の海岸で拾い集

めた貝、約１５０種類を資料館の展示物

と して 自然学 習の ために 展示 を行っ た 。

当時、貝の種類に名をつけるという作業

は大変な仕事だった。 

ま ず 貝 に 詳 し い 人 を 見 つ け る こ と の

方 が、 図鑑
ず か ん

を 調 べる以 上の 苦労が あっ

た。葉山のしおさい博物館の学芸員池田

氏にお世話 になる事を 決め、 延
の

べ ３ヶ

月間同博物館に足を運んだ。さらにどの

よ う に 資 料 館 の 陳列
ち ん れ つ

棚
だ な

に レ イ ア ウ ト

するかを考え、２ヶ月掛けて何とかケー

スに収納した。  

その後、小学校からの見学も増え、資

料 の公 民館へ の貸 し出し も多 く行っ た 。

陳列のみを 念頭
ね ん と う

に製作したため、諸所
し ょ し ょ

にはがれが生じ、こぼれ落ち、すぐ補給

できる用意はこちらには無く、その後 1

４ 年間 そのま まの 形で保 管さ れてき た 。

（現在、資料館 2 階の階段を上ったとこ

ろに展示中）。 

1991 年、「文化資料館を活性化する

会」を結成し（後に「文化資料館と活動

す る会 」に変 更 ）、市民 ボラ ンティ ア の

講演会グループを組織し、市民の自主運

営の講演会を年間行事とした。その第１

回 目に 、『漂 着物 の楽し み』 という 講 演

を行った。海岸は当時ゴミが多く、県や

市の力では全く手がつけられず、これま

た 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア の 出 る 幕 と な っ て

いた。 

しばらく後、第１回目の講座に出席し

た白浜町の香川さん（故人）から、ウミ

ガメの産卵のニュースが入った。県のな

ぎさ事務所のブルドーザーが、ときどき

海岸を清掃のため走るので、早く手を打

たなければと考えた。早速、当時藤沢市

に あ っ た 事 務 所 に 港 湾 課 長 を 訪 ね 協 力

を申し入れた。課長を現地に案内し、協

力をいただいた。３ヶ月後、カメの赤ち

ゃんが海へ出るというので、当時自然学

習 で 関 係 が あ っ た 松 浪 小 学 校 の 加 藤 先

生に声をかけた。先生から、「今年の夏、

名 古 屋 の 臨 海 水 族 館 へ 研 修 で ウ ミ ガ メ

の勉強に行っていたので，ぜひ私にリー

ドさせて 貰
も ら

いたい。」との依頼があった。

渡りに 舟
ふ ね

だ った。仲間 の市民ボラ ンテ

ィア全員も喜んだ。グループの人達が毎

晩交代して、観察を行った。低気圧の過

ぎ た あ る 夜 、 香 川 氏 か ら 連 絡 が 入 り 、

「卵がほとんど殻になりました。１匹だ

け 穴の 底にい るだ けです 。」 とのこ と 。

このことを加藤先生に相談すると「早速

今行きます」といい、ビデオカメラと懐

中電灯１本持ってきた。穴からカメの稚

児 を掘 り出し 、私 が懐中 電灯 で照ら し 、

カ メ が 光 に 向 か っ て ヨ チ ヨ チ 歩 く 姿 を

先生がビデオをまわして撮影した。その

貝の展示物と文化資料館と活動する会
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ときテープに記録したことを、資料館 便
だ よ

りに投稿した。 

ところで、その頃茅ヶ崎海岸では国内

の生活ゴミの山に加え、黒潮に運ばれて

東南アジア諸国から紙パックや洗剤、化

粧 品 の 容 器 で あ る プ ラ ス チ ッ ク 製 品 が

到着してい た。島崎藤 村の詩にも 詠
う た

わ

れ た 椰子
や し

の 実 は 、遠き 国か らの情 報と

してマスコミの話題にもなり、茅ヶ崎の

海岸は有名になった。 

しかし、1996 年頃 から日本のバブ

ル 景気の 衰退
す い た い

と ともに 、こ れらの 遠き

国 か ら の 紙 パ ッ ク が 減 少 傾 向 を 示 し だ

した。理由は全くわからないまま、今日

にいたっている。数年前、古紙回収業者

と話しているうちに、ヒントらしきもの

を得た。日本の古紙はリサイクルされず

に中国へ輸出されていくらしい。現在の

中 国 の 景 気 の よ さ 鉄 鋼 製 品 の 価 格 上 昇

と同様に、紙類の価格も上昇しているの

であろう。 

 
漂着したパックなど 

 
採取した貝類 

（菱沼海岸 井川洋介） 

 

 文化資料館の目 

～種の散り方～ 

「こんなところにタンポポが？」と疑

問 に 思 っ た こ と は あ り ま せ ん か ？ コ ン

クリートの 割れ目や 石畳
い し だ た み

のすき間か ら、

か わ い ら し い 花 が 顔 を の ぞ か せ て い る

のを見かけることがあります。いったい

種子
し ゅ し

は ど う やっ て、た どり 着くの でし

ょうか？ 

植物は、種子をただ地面に落とすので

はなく、遠くに飛ばすさまざまな工夫を

身につけています。 

● はじき飛ばす 

カ タ バ ミや ゲ ン ノシ ョ ウ コウ な ど は、

種子が育つと、包んでいた皮が裂けて急

に反り返ります。その反動で遠くに種子

をはじき飛ばします。 

● 風に乗る 

種子に翼をつけたマツ、プロペラをつ

けたカエデ、落下傘をつけたタンポポな

どがあります。タンポポの種は下向きに

トゲがあり、地面を転がらないようにな

ってます。 

● 水に浮く 

ネコヤナギやオニグルミ、ハマユウな

どは種子を水に落として運ばせます。 

● 動物に便乗する 

この方法は 2 通りあります。鳥や草食

動物に食べ られ、 糞
ふ ん

と ともに落と され

散るものと、かぎ針状の毛で動物や人間

の 衣服 にくっ つい て運ば れる もので す 。

自由に動き回れない植物が、自由な動物

や人間に便乗するのは、すごい知恵です

ね。 

カエデの実  

（文化資料館） 
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　 茅ヶ崎
ちがさき

には、百
ひゃく

以上
いじょう

の社寺
しゃじ

があります。来年度
らいねんど

から社寺林
しゃじりん

の樹木
じゅもく

調査
ちょうさ

を行
おこな

う予定
よてい

です。社寺林
しゃじりん

は古
ふる

くから地域
ちいき

の方々
かたがた

の想
おも

いの対象
たいしょう

ともなり護
まも

られてきました。境内
けいだい

に植裁
しょくさい

されている樹木
じゅもく

の配置図
はいちず

を掲載
けいさい

します。樹木
じゅもく

・建物
たてもの

の場所
ばしょ

はおおよその位置
いち

。太
ふと

さは周囲
しゅうい

の長
なが

さ(地上
ちじょう

１５０ｃｍ)を測定
そくてい

しました。

社寺林
しゃじりん

の樹木
じゅもく

に係
かか

わるいわれや思
おも

い出
で

、また調査
ちょうさ

に参加
さんか

希望
きぼう

の方
かた

は文化
ぶんか

資料館
しりょうかん

までお知
し

らせ下
くだ

さい。

今回
こんかい

は、室田
むろた

の「八王子
はちおうじ

神社
じんじゃ

」を紹介
しょうかい

します。  

＜　図の読み方　＞

樹木の植裁図および社殿等の配置図

スダジイ　②１６６（測定高度１００㎝）　③２６５　④５７　⑤１２７　⑥３６　⑦１６３
エノキ　①１３　②１３８　③３３　④３３ ⑤１２７ ⑥９５ ⑦

（

１１１
ヒノキ　①７４　②３２ ③６２　④６９　⑤５８ ⑧８５ ⑨６２ ⑩ ⑪４９ ⑫４４ ⑬４６　⑭８５
ヒサカキ　①１２　②③株　④１５　⑤２０　⑥～⑨株　⑩３１　⑪～⑮株
サクラ　⑦６５　⑨６８　⑩１３　⑪８５
タブ　②７０　③８９
ツバキ　①３０　②２２　④１８　⑤小株 ⑥６８ ⑦６７ ⑧５７
ムク　③９７　④１１８　⑤８０　⑥９１　⑦６６　⑧８０　⑨１１１　⑩４４　⑪５９　⑫６７　⑬６４　⑭９０　⑮８３

（文化資料館 井上千代子）

ァ）●クス①　←植裁場所、　樹木の種類、①～樹木の個別番号

）８８　←幹周りの値　（地上約１５０㎝）

（ゥ）正面入口から左回りに記録

（ィ

社
殿

御
輿
殿

社
務
所

室
田
自
治

会
館

貯

水
槽

物
置

手

水

鉢

●モッコク①９３
●モッコク②９１

●モッコク③１３０

●モッコク④１４６
●イチョウ①１４３

高木

●イチョウ②１１５

●スダジイ①１０３

●スダジイ②③古木

●クス①７７

●クロガネモチ１８

●エノキ１①②

●スダジイ

④⑤若木・高木

●ムク①９０

●ニレ①８２

●エノキ③④⑤

●エノキ⑥⑦

●サクラ①６０

●サクラ②５

●クス②４４

●クロマツ①６８

●ヒノキ

①②③④⑤
●エノキ⑨１３９

●ウメ

●クロマツ②５６

●ヒサカキ

④～⑭

●ﾈﾂﾓﾁ

●ｸｽ③３７

●ｸｽ④⑤

●ｼﾌﾞｸ ﾐ゙④４２

●ムク

③④⑤⑥⑦⑧⑨

●ムク　　⑩⑪⑫⑬

●タブ④２２

５高木

●ムク⑭⑮　　　高木

●スダジイ⑧１３７

　　高木 ●イチョウ③９０

高木

●イチョウ④１７０

●ﾀﾌﾞ⑤１４４高木

●ｻｸﾗ③６７

●ｴﾉｷ⑩１０３

●ﾋﾉｷ⑦３５

●スダジイ⑥⑦

●ﾀﾌﾞ①９４

●ｻｸﾗ④３６

●ﾋﾉｷ⑧⑨

●ﾋﾉｷ⑪⑫⑬

●ﾂﾊﾞｷ①～⑧

●ｺﾅﾗ７３

●ﾋﾉｷ⑥４８

●ムク②３５

●サクラ⑥８４

●サクラ⑤５８

●タブ②③同株

●ヒサカキ①②③

●ヒノキ⑪～⑭

●アカマツ６７

●サクラ⑦～⑪

●クヌギ小木

●エノキ⑪１４２

●ヒサカキ⑮

 

I n v e s t i g a t i o n  

    茅ヶ崎の社寺林 
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I n f o r m a t i o n  
 

案内
 

 

 

●「茅ヶ崎自然に親しむ会」 

『横須賀・黒崎の鼻を行く』 

 日時：10 月 16 日（日） 

問い合わせは 

 安井利子（５２－３８５６）まで 

●「清水谷を愛する会」 

 『定例清水谷観察会＆保全作業』 

 日時：11 月 6 日（日）９時３０分 

～１５時 

 集合場所：市民の森駐車場（堤） 

 問い合わせは 

田部許子（５１―２９５５）まで 

●「柳谷の自然に学ぶ会」 

『谷戸散策会（レインボーフェスティバ

ルに協力）』 

 日時：11 月 13 日（日） 

 集合場所：里山公園 

 問い合わせは、 

 野田晴美（５１－８４８９）まで 

●「三翠会」 

  三翠会では、市内の川や水辺の生きもの 

 調査やタゲリをはじめとする野鳥観察、 

 お米（タゲリ米）づくりのお手伝いなど 

 に取り組んでいます。ご協力いただける 

 方は、下記までご連絡下さい。 

事務局：河村まき子（８７－８３１３） 

●「大庭自然探偵団」 

 『遠藤笹窪谷』 

 日時：11 月 13 日（日） 

１０時～１４時 

 問い合せは、滝沢まで 

 （０４６６―８８―５３０６ 夜間） 

●「駒寄川水と緑と風の会」 

『第１７回香川公民館まつり』に参加 

日時：11 月４日（金）～６日（日） 

問い合わせは、 

池田尚子（52―8919）まで 

 

 

 

★ 次号の原稿の締め切りは、12 月 10 日

（土）までにお願いいたします。 

----- -- --- -- -- -- --- -- -- -- --- -- -- -  

★ 文化資料館のホームページを、更新して

います！チェックしてみてください。 

http: //w w w.cit y.c h igasa ki. k anaga w

a.jp/ new s ectio n/s h ougak u/s h iryou k

an/in dex . html 

★ 「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館」

のホームページをみてみよう！ 

http: //w w w.cit y.c h igasa ki. k anaga w

a.jp/ new s ectio n/s h ougak u/b u nkaza i

/maru got o /inde x_m a rugot o.h t ml 

（文化資料館） 

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-  

 
 

おしらせ 

記事募集！ 

自然の新聞では、様々な方からの投稿を

お待ちして おります。 今回は、「 夏 休みに

出会った自然」に関する記事をお待ちして

おります！メール、ｆａｘ、手紙でＯＫで

す。 

FAX：０４６７－８５－１７３３ 

メールアドレス： 

s h i r y o u k a n@c i t y . c h i g a s a k i . k a n a g awa . j p

までよろしくお願いします。 

（文化資料館） 

 

 

 

発行について 

 いつも「茅ヶ崎 自然の新聞」をお読み

いただきありがとうございます。これまで

毎月発行しておりました、自然の新聞です

が、今月を含め、文化資料館の都合により、

合併号というかたちで、２ヶ月分をあわせ

て発行することが今後もあります。みなさ

まにはご迷惑をおかけしますが、ご理解の

ほどよろしくお願いします。 

（文化資料館） 


